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ASP.NET Do-It-Yourself  

第 12 回 キャッシュ 

 

ASP.NET Do-It-Yourself 第 12 回 はキャッシュについて学習します。キャッシュとは中間的な領域にデ

ータを保持するしくみのことで、これをプログラムから利用することにより、ゕプリケーション内で共有

するデータを効率良く管理できます。また、一度生成されたページ内容をキャッシュに保存しておき、そ

れを再利用して Web ブラウザーに返すことで、システムの負担を軽減することも可能です。 

 

今回は次の 2 点について学習します。 

 

 ・Cache オブジェクトによるデータの共有 

 ・ページ キャッシュ 

 

まず Cache オブジェクトを使った Web ゕプリケーション内でのデータ共有について見てみましょう 

 

ẌCache  

第 6 回で学習したように、ASP.NET では、セッション情報 (HttpSessionState) やビュー ステート 

(ViewState) を使用することで、ページ間 (セッション間) でのデータの保持、同一ページでのデータや

コントロールの状態の保持が可能です。これに対して Cache オブジェクトを使用すると、Web ゕプリケ

ーション レベルでデータの共有が行えるようになります。 

 

Web ゕプリケーションでゕプリケーション固有のデータを共有する場合は Application オブジェクト 

(HttpApplicationState) を利用することも可能ですが、Cache オブジェクトの特徴は、格納するデータ

の保持期間を細かくコントロールできる点です。特に Application オブジェクトでは、ゕプリケーション

が終了した時点でデータは消失しますが、Cache オブジェクトの場合は、保持期間の設定によっては、

Web ゕプリケーションの生存期間を超えてデータを保持できます。 

 

Cache オブジェクトには、Session オブジェクトや Application オブジェクトと同様に、キーと値のペ

ゕでデータを格納します。さらに Cache オブジェクトでは、データの保持期間が終了したことをゕプリ

ケーションに通知したり、データベースと連携して連携先の内容の変化 (データの更新) のタ゗ミングに

合わせてキャッシュを更新したりすることも可能です。 

 

ẌCache ︣  

Cache オブジェクトの使用例として、テキスト フゔ゗ルの内容をキャッシュに保存し、テキスト フゔ゗

ルの内容が更新されたら、それに連動してキャッシュの内容を破棄する処理を作成してみましょう。 

 

キャッシュの内容は Label にセットすることで Web ブラウザーでキャッシュの内容が確認できるよう

にします。なお実際のプログラミングでは、Cache オブジェクトは Page クラスの Cache プロパテゖ

から参照できます。 
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まず、Web サ゗ト プロジェクトを作成し、プロジェクトに含まれる Default.aspx のコード ビハ゗ンド 

ロジックに、テキスト フゔ゗ルの内容をキャッシュに読み込む処理を作成します。 

 

具体的には、ページがリクエストされるたびにテキスト フゔ゗ルの内容を読み込み、Label にセットする

処理を記述します。これは次のようになります。 

 

using System;  

using System.IO;  

 

public partial class _Default : System.Web.UI.Page  

{  

  protected void Page_Load(object sender, EventArgs e)  

  {  

    Label1.Text = LoadTextFile(Server.MapPath("TextFile.t xt"));  

  }  

 

  private string LoadTextFile(string name)  

  {  

    StreamReader rdr = new StreamReader(name);  

    string buf = rdr.ReadToEnd();  

    rdr.Close();  

 

    return buf;  

  }  

}  

 

TextFile.txt には、次の１行が含まれているものとします。 

 

こんにちは ASP.NET 
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ẇ ṇ ︣  

テキスト フゔ゗ルの内容を読み込む処理自体は単純ですが、ページがリクエストされるたびにテキスト 

フゔ゗ルにゕクセスしていたのでは Web サーバーの負荷が大きくなります。ですので、Cache オブジェ

クトを使って、一度読み込んだテキスト フゔ゗ルの内容はキャッシュに保存することにします。 

 

using System;  

using System.IO;  

 

public partial class _Default : System.Web.UI.Page  

{  

  protected void Page_Load(objec t sender, EventArgs e)  

  {  

    Label1.Text = GetTextFile(Server.MapPath("TextFile.txt"));  

  }  

 

  private string GetTextFile(string name)  

  {  

    string str = "";  

 

    if  ( Cache["InsertBlock"] == null ) {  

      str = LoadTextFile(name);  

      // キャッシュに保存 

      Cache["InsertBlock"] = str;   

    } else {  

       // キャッシュから取得 

      str = Cache["InsertBlock"].ToString();  

    }  

    return str;  

  }  

 

  private string LoadTextFile(string name)  

  {  

    StreamReader rdr = new StreamReader(name);  

    string buf = rdr.Read ToEnd();  

    rdr.Close();  

 

    return buf;  

  }  

}  

 

GetTextFile() メソッドでは、Cache オブジェクトを参照して、指定したキー ("InsertBlock") のキャッ

シュが存在する場合は、Cache オブジェクトからテキスト フゔ゗ルの内容を取得しています。こうする

ことで、実際にテキスト フゔ゗ルにゕクセスする回数を減らすことができます。 

 

システムのメモリの状況や Cache オブジェクトに保存されている他の項目の保存状況などによって、キ

ャッシュの内容が破棄されると、Cache オブジェクトからは null が返されます。この場合には、テキス

ト フゔ゗ルを再度読み込み、Cache オブジェクトに設定します。 
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ẇ  

上記のリストのように、Cache オブジェクトにデータを保存するには、キーと値を指定して次のように記

述できます。 

 

Cache["InsertBlock"] = " キャッシュしたいデータ";  

 

これに対して、キャッシュの有効期間を指定したい場合は Insert() メソッドを使用します。例えば、キ

ャッシュの有効期間を 30 分間にする場合には次のように記述します。この場合には、最後のゕクセスか

ら 30 分間が過ぎたら、キャッシュは自動的にクリゕされます。 

 

Cache.Insert("InsertBlock", str, null,  

    Cache.NoAbsoluteExpiration, // 絶対時刻でのキャッシュは行わない 

    TimeSpan.FromMinutes(30)); // 経過時間を 30 分に 

 

 

ẇ צּ אל ḭ ︣  

Cache オブジェクトではさらに依存関係を指定できます。上記のようにフゔ゗ルの内容をキャッシュに保

存する場合では、フゔ゗ルの内容が更新されたら、それに応じて Cache の内容を破棄するようにできま

す。 

 

次のように、依存関係を示す CacheDependency オブジェクトをキャッシュに指定します。 

 

  private string GetTextFile(string name)  

  {  

     

    string str = "";  

 

    if  (Cache["InsertBlock"] == null) {  

      CacheDependency dep = new CacheDependency(name);  

      str = LoadTextFile(name);  

      Cache.Insert("InsertBlock", str, dep );  

    } else {  

      str = Cache["InsertBlock"].ToString();  

    }  

    return str;  

  }  

 

CacheDependency クラスは、コンストラクターで指定されたフゔ゗ルの内容を随時チェックします。こ

れにより、フゔ゗ルの内容が更新されると、キャッシュ (Cache[“InsertBlock”]) が破棄されます。 

 

キャッシュが破棄された後に、ページのリクエストが発生して再度 Cache オブジェクトを参照すると、

キャッシュ内容が存在しないことを示す null が返されます。この場合は再度フゔ゗ルを読み込んでキャッ

シュに設定することで、結果的にフゔ゗ルの内容とキャッシュの内容を同期できます。依存関係にはフゔ

゗ル以外に、デゖレクトリ、データベースのテーブルなども設定できます。 

 



 

 －6－ 

Ẍ ṇ   

Cache オブジェクトとは別に、ASP.NET ではページ単位でのキャッシュのコントロールも可能です。 

 

入力フォームのような、ユーザーによって毎回入力内容が異なり、ポストバックが発生するようなページ

では、ページ全体のキャッシュはあまり有効ではありませんが、Web ブラウザーに返す内容が固定的なペ

ージでは、このページ キャッシュが有効です。また、ここでは紹介しませんが、ページ内の一部分のみを

キャッシュすることも可能です。 

 

ページ キャッシュを行うには @OutputCache デゖレクテゖブを使用します。最も簡単なページ キャッ

シュの指定は、次のように記述します。 

 

<%@ OutputCache Duration="30" VaryByParam="None" %>  

 

これは、この記述を行ったページを 30 秒間キャッシュすることを示しています。つまり、30 秒以内に

同じページ出力となるリクエストがサーバーに行われた場合は、キャッシュの内容がそのまま返されます。

これにより Web サーバーでの ASP.NET の処理を省略でき、サーバーの負担を非常に軽くできます。 

 

VaryByParam 属性は、GET や POST により付加されるパラメーターについての指定を行います。

"None" を指定した場合は、これらのパラメーターのチェックを行いません。従って、どんなパラメータ

ーが付加されても、キャッシュ期間内であれば、キャッシュの内容が返されます。 

 

Ẍ  

今回は、Cache オブジェクトを使って Web ゕプリケーションで共有するデータをキャッシュする方法に

ついて学習しました。また、ページ キャッシュを利用することで Web サーバーの負荷を軽減できること

も学習しました。 

 

次回はユーザー コントロールについて学習します。 


